
 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 な 施 策 に 関 す る 事 項 
                                              

 



※ 「決算額」及び「財源内訳」の（  ）内の額は、通年ベースの決算額です。 

（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

広報活動費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ73） 

総務費 
28,898 

(34,716)

 
28,898 

(34,716)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

広報あさひの発行等を通じて、市民に対して市政全般に関する広報活動を行っ

た。また、旭市を内外に紹介するため、市政ガイド等の小冊子を作成した。 

 

<広報あさひ発行> 16,990,695 円 

Ａ４版 毎月２回（１日、15 日）発行 

1 日号 ２色刷り（カラー２回）16～24 ページ 

15 日号 １色刷り（カラー２回） 4～12 ページ 

発行部数…… 23,000 部 新聞折り込み部数…… 20,800 部 

<広報ファイル作成> 1,642,200 円 

Ａ４版 カラー刷り 23,000 部 

配布先／市内全世帯および転入世帯 

<市民便利帳等作成> 3,758,475 円 

○市民便利帳 1,924,650 円 

Ａ４版 ２色刷り（表紙等一部４色刷り） 52 ページ 26,000 部 

配布先／市内全世帯および転入世帯など 

○旭市ＰＲ用リーフレット（Ａ－ｃｌａｓｓ） 972,825 円 

Ａ４版 カラー刷り 6 ページ 5,000 部 

配布先／各種イベント・会議など 

○スポーツ交流リーフレット 861,000 円 

Ａ２版４つ折り（仕上がりＡ４版） カラー刷り 2,000 部 

配布先／都内の区・駅、情報提供施設など 

<旭市ガイドマップ作成> 3,780,000 円 

Ａ１版（仕上がり 10 折り） カラー刷り 36,000 部 

配布先／市内全世帯および転入世帯など 

<旭市ガイドブック作成> 1,396,500 円 

Ａ４版 カラー刷り 16 ページ 10,000 部 

配布先／合併記念式典、来訪者、視察先など 

<その他事務費等> 1,329,849 円 

事 

業 

効 

果 

広報あさひ等により、市民が必要とする情報を必要な時期に提供することがで

き、市政運営に対する市民の理解が深まるとともに、市民福祉の向上が図られた。

また、市政ガイドなどを活用することで、旭市を広く内外にＰＲすることができ

た。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

新市「市の花」 

「市の木」制定事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ77） 

総務費 
764 

(764)

 
764 

(764)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

市の花・市の木選定要綱に基づいて、広く市民に募集を行うとともに、選定委

員会による選定を行い、旭市の花と旭市の木を制定した。 

 

旭市の花・旭市の木選定委員会 

委員＝１０人（平成１７年９月２６日委嘱） 

会議＝２回（９月２６日、１０月３日） 

目的＝市の花・市の木の選定 

 

市の花・市の木の募集 

募集方法 

広報あさひ掲載（８月 15 日号、９月１日号）、ホームページ掲載 

応募数 

市の花 ５７２人  市の木 ５６８人 

記念品 

市の花当選者（１０人）クオカード 5,000 円 

市の木当選者（１０人）クオカード 5,000 円 

応募当選者 （４０人）クオカード 1,000 円 

 

市の花・市の木の制定 

市の花＝ツバキ  市の木＝クロマツ 

制定日＝平成１７年１０月２９日（合併記念式典日） 

 

市の花・市の木の植栽 

場所＝市役所 

内容＝市の花／ヤブツバキ１本、市の木／クロマツ１本 

石碑＝２基（御影石、台座付） 

 

事 

業 

効 

果 

新市のシンボルとなる「市の花」・「市の木」を制定することにより、ふるさと

意識の高揚と市のイメージアップを図ることができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

電算システム統合事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ85） 

総務費 
274,391 

(307,293)
140,000 

(140,000)
 

134,391 

(167,293)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

新市として円滑に住民サービスが行えるよう、平成 16 年度と平成 17 年度の 2

ヵ年で旧市町の電算システム（住民記録、税、福祉、財務会計など）の統合を行

った。 

 

【歳入】 

項 目 内   容 金額（円） 

ふさのくに合併

支援交付金 
・ふさのくに合併支援交付金 140,000,000

＜参考＞ 

国保保険者支援

事業費補助金 

・千葉県国保保険者支援事業費補助金 

（国保会計） 
(1,000,000)

 

【歳出】 

項 目 内   容 事業費（円） 

電算システム統

合業務委託料 
・保守運用委託（富士通） 28,192,500

保険料 ・建物総合損害共済 26,861

消耗品費 
・プリンタトナー購入（千葉システック） 

・納付書用糊他購入（デュプロ他） 

3,473,400

320,796

電算システム統

合業務委託料 

(4～6 月未払金) 

・新電算システム構築（富士通） 

・＜参考＞電算システム構築国保会計分 

160,505,250

(3,591,000)

移行データ作成

業務委託料 

(4～6 月未払金) 

・データ移行（ＪＩＰ・旧旭市分） 

・データ移行（内田洋行・旧旭市分） 

・データ移行（内田洋行・旧飯岡町分） 

・データ移行（サンテックスエスアイ） 

63,077,450

3,255,000

15,435,000

105,000

計 

＜参考＞（国保会計支出分を含む金額） 

274,391,257

(277,982,257)
 

事 

業 

効 

果 

 電算システムの統合により、本庁舎及び各支所で各種証明書の交付や税の窓口

納入等が可能となり、住民サービスが向上するとともに行政事務効率化に繋がっ

た。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

コミュニティ育成事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ87） 

総務費 
13,100 

(15,600)
8,600  

(8,600) 

4,500 

(7,000)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

区が行う地区集会所の建設や、コミュニティ意識の醸成が図れるコミュニティ

事業に対して補助を行った。 

項  目 内   容 補助額（円）

地区集会施設 
整備事業 

・地区名 新町下町第一区 
・内 容 施設建設地：新町 357 番地 

建築面積：102.10 ㎡ 
構  造：木造、平屋建 

・事業費 14,962,500 円 
・市補助金＝事業費の 6/10 以内 

上限 7,000,000 円 

7,000,000

・地区名 塙新町区 
・内 容 ネットフェンスの改修 
・事業費 1,181,346 円 

1,100,000

・地区名 川向区 
・内 容 祭り用備品の購入(大太鼓 1 台、

附締太鼓 3 丁掛 2 台、大鼓一式 2
組、小鼓一式 2組、音響設備等) 

・事業費  2,536,850 円 

2,500,000一般ｺﾐｭﾆﾃｨ助成
事業 
(宝くじ助成分) 

・地区名 中 8区 
・内 容 ｺﾐｭﾆﾃｨ広場施設整備遊具設置 

(中型滑り台 1基、小型 2連ﾌﾞﾗﾝｺ
1 基、単列ｼｰｿｰ 1 基、ﾍﾞﾝﾁ 3 基） 

・事業費  1,365,294 円 

1,300,000

緑化推進ｺﾐｭﾆﾃｨ
助成事業 
(宝くじ助成分) 

・地区名 足川岡区 
・内 容 足川岡区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ・児童遊園 

植樹（ｵｵﾑﾗｻｷﾂﾂｼﾞ 230 本、ﾏﾙﾊﾞｼｬ
ﾘﾝﾊﾞｲ 90 本、ｻｻﾞﾝｶ生垣 83 本他） 

・事業費  1,262,730 円 

1,200,000

計 13,100,000
 

事

業

効

果 

 集会所建設及びコミュニティ施設の整備や祭り用備品の購入により、区民相互

の交流とふるさと意識の高揚が図られ、地域コミュニティ活動が充実したものと

なった。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

コミュニティバス 

運行事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ87） 

総務費 
32,737 

(32,755)
4,127 

(4,127)

1,958  

(2,289) 

26,652 

(26,339)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

高齢者等の健康増進、レクリエーション、仲間づくり等の活動を促進すること

を目的として運行する。 

○旭地区ルート試行運行 

(1)試行ルート  旭中央病院を発着とする富浦・豊畑方面循環ルート 

(2)試行期間   平成 17 年 7 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日（毎日運行） 

(3)運行ダイヤ  午前７時 30 分始発～午後 4時 30 分終発 6 便/日 

(4)料金     1 乗車につき 100 円（障害者および就学前児童は無料） 

(5)乗車実績   25,134 人/年（１便当たり平均乗車人数 11.5 人） 

(6)経費 

項 目 内   容 事業費（円）

報償金 検討委員会会議時（4回開催）報償費 @6,000 円 234,000

消耗品費 ラミネートパウチフィルム（停留所時刻表用）等 49,826

委託料 コミュニティバス試験運行業務委託料（千葉交通） 11,369,400

計 11,653,226

○飯岡地区本格運行 

(1)運行ルート Ａルート 塙・上永井・飯岡・三川地区循環 

        Ｂルート 三川・飯岡地区循環 

(2)運行期間  平成 17 年 7 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日 

        運休日 年末年始（12/29～1/3）及び 2月第 1・最終日曜日 

(3)運行ダイヤ Ａルート 午前 6時 48 分始発～午後 5時 15 分終発 7 便/日 

        Ｂルート 午前 6時 48 分始発～午後 4時 40 分終発 6 便/日 

(4)料金    1 乗車につき 100 円（70 歳以上の方、障害者、就学前児童は無料）

(5)乗車実績  43,413 人/年（1便たり平均乗車人数 9.4 人） 

(6)経費 

項 目 内   容 事業費（円）

印刷製本費 運行時刻表印刷代（H18 年度運行用 25,000 部） 313,687

委託料 コミュニティバス運行業務委託料（千葉交通） 16,055,165

賃借料 バス回転場所土地借上げ及び車両償却費 4,162,056

その他 消耗品・車内放送テープ作成・停留所標識購入等 552,984

計 21,083,892 

事
業
効
果 

高齢者等の移動手段を確保することにより、公共の福祉の向上が図られた。 

また、元気な高齢者の外出機会を促進することや健康福祉センターの利用を誘

引することで、高齢者の健康づくりに寄与することができた。 

 

21



 

（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

新市合併記念式典費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ93） 

総務費 
5,204 

(5,204)

 
5,204 

(5,204)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

項  目 内     容 事業費(円) 

新市合併記念式典 

・報償金(市章デザイン最優秀賞･優

秀賞賞金等) 

・合併記念式典業務委託料 

・市章デザイン使用要領作成委託料

・建物等借上料 

・その他 

675,244

1,599,753

2,000,000

492,040

437,422

計 5,204,459
 

事 

業 

効 

果 

 平成 17 年 10 月 29 日(土)に東総文化会館において、新旭市誕生を記念し式典を

行った。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

徴収補助員設置事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ97） 

総務費 
1,206 

(1,458)

 
1,206 

(1,458)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

定期分納者や比較的容易に徴収可能と思われる未納者への集金、及び口座振替

納税の推進を、徴収補助員 2名に委託した。（一般会計 1名、国保会計 1名） 

 

事業費 ・基本賃金（62,000 円/月）  1,240,000 円 

・能率賃金（集金額×3％）  1,126,300 円 

・口座振替納付勧誘(1,000 円/件）   4,000 円 

・交通費(2,000 円/月)     40,000 円 

 

計   2,410,300 円 

※うち一般会計分  1,205,974 円 

 

徴収補助員徴収実績  徴収件数     1,191 件 

徴収金額  37,543,665 円 

事 

業 

効 

果 

市税等の徴収体制の強化推進により、徴収事務の効果的な運営が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

旭市社会福祉協議会

助成事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ119） 

民生費 
27,378 

(35,935)

 
27,378 

(35,935)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 高齢者・障害者の地域住民の福祉ニーズに対応できる事業を推進するため、関

係機関と連携を図るとともに事務局組織の強化に努めた。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 運営補助金(円)

旭市社会福祉 

協議会助成事業 

人件費  72,757 千円 

福利厚生   166 千円 

その他の掛金（退職金等）

9,275 千円 

82,197,387 27,377,589

計 82,197,387 27,377,589
 

事 

業 

効 

果 

 地域福祉活動計画「やさしいネットのまちづくり」の実現をめざし、在宅福祉

サービス等の事業の推進が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

旭市福祉協会助成事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ119） 

民生費 
15,116 

(24,651)

 
15,116 

(24,651)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 健康福祉センター等の健全経営を図る観点から所要の運営補助を行った。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費(円) 運営補助金(円)

旭市福祉協会

助成事業 

健康福祉センター運営費補助

利用者数 14,150 人 

 

山の家運営費補助金 

利用者数   322 人 

36,498,243 15,116,089

計 36,498,243 15,116,089
 

事 

業 

効 

果 

 高齢者の健康の維持増進を図り、介護予防に資するとともに、地域住民が集い、

憩い、地域社会のコミュニティの醸成が図れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

障害者（児）ホーム 

ヘルプ支援事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ121） 

民生費 
28,464 

(33,813)
25,431 

(25,431)
 

3,033 

(8,382)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 障害者（児）が居宅において日常生活を営むことができるよう、入浴、食事、

排泄、掃除等日常生活の支援、外出時の移動介護を行い、社会参加を促進した。

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

障害者（児）ホーム 

ヘルプ支援事業 

身体障害者ホームヘルプ支援費 

25 人  3,893.5 時間 

 

知的障害者ホームヘルプ支援費 

10 人  2,297 時間 

 

障害児ホームヘルプ支援費 

34 人  4,468 時間 

 

国 1/2  県 1/4 

28,463,890

計 28,463,890
 

事 

業 

効 

果 

 障害者の日常生活の便宜を図り、その生活の安定と福祉の増進が図られた。 

また、外出時の移動の介護を支援したことにより、障害者の社会参加が増進さ

れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

障害者（児）デイサ

ービス支援事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ123） 

民生費 
19,560 

(19,672)
16,752 

(16,752)
 

2,808 

(2,920)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 障害者（児）が居宅において日常生活を営むことができるよう、入浴、食事、

排泄、掃除等日常生活の支援、外出時の移動介護を行い、社会参加を促進した。

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

障害者（児） 

デイサービス支援事業 

身体障害者 

デイサービス支援事業 

20 人   1,074 日 

知的デイサービス支援事業 

2 人     49 日 

障害児デイサービス支援事業

30 人   1,391 回 

 

知的（受入事業委託料） 

1 人    109 日 

障害者児（受入事業委託料）

1人     7 回 

 

国 1/2  県 1/4 

18,433,970

1,125,530

計 19,559,500
 

事 

業 

効 

果 

 障害者（児）の生活の便宜を図り、その生活の安定と福祉の増進が図られた。
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

障害者（児）ショート

ステイ支援事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ123） 

民生費 
22,046 

(25,401)
19,460 

(19,460)
 

2,586 

(5,941)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 介護者の疾病その他の理由により居宅において介護できない場合、短期間施設

に入所させることにより必要な保護を行い、その世帯の生活の安定と負担の軽減

を図った。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

障害者(児) 

ショートステイ 

支援事業 

身体障害者ショートステイ支援事業 

13 名   880 日 

 

知的障害者ショートステイ支援事業 

22 名  1,869 日 

 

障害児ショートステイ支援事業 

22 名   393 日 

 

国 1/2  県 1/4 

22,046,060

計 22,046,060
 

事 

業 

効 

果 

 障害者(児)を短期間施設に入所させることにより必要な保護を行い、その世帯

の生活の安定と負担の軽減が図れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

障害者施設訓練 

支援等事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ123） 

民生費 
214,065 

(281,295)
152,147 

(152,147)

5,689  

(5,689) 

56,229 

(123,459)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 障害者を施設へ入所(通所)させ、入浴、食事、排泄等の日常生活訓練や、職業

の提供、医療行為、その他生活全般にわたる訓練等を行うことにより、自立を支

援した。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

障害者施設訓練等 

事業 

 

 

 

 

 

 

 

手数料 

 

委託料 

 

身体障害者施設訓練等支援事業

65,863,000 円 

施設数 7 ヶ所 23 名 

 

知的障害者施設訓練等支援事業

147,631,996 円 

（国 1/2 ） 

施設数 11 ヵ所 92 名 

213,494,996

51,507

518,273

計 214,064,776
 

事 

業 

効 

果 

 障害者へ日常生活訓練等を行ったことより、自立を促進することができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

知的障害者グループ

ホーム支援事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ125） 

民生費 
6,441 

(6,639)
5,696 

(5,696)
 

745 

(943)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 知的障害者をグループホームに入居させ、地域において共同生活を営むことが

できるよう日常生活の援助を行った。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

知的障害者 

グループホーム 

支援事業 

 

知的障害者グループホーム 

支援事業 

8 人（延 71 人） 

 

知的障害者生活ホーム 

運営事業補助金 

2 人（延 21 人） 

 

国 1/2  県 1/4 

 

5,784,440 

 

 

 

 

 

657,000 

計 6,441,440 
 

事 

業 

効 

果 

 障害者の日常生活を援助し、支援したことにより、自立生活を支援することが

できた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

身体障害者（児） 

補装具給付等事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ127） 

民生費 
15,630 

(16,611)
9,889 

(9,889)

746  

(746) 

4,995 

(5,976)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 障害者（児）の日常生活での能率向上を図るために、失われた身体機能を補う

用具の交付、修理を行った。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

身体障害者(児) 

補装具給付事業 

 

身体障害者（児）補装具給付事業

給付件数  845 件 

公費分（県 1/2） 

 

 

自己負担  173 人 

 

14,174,208 

 

 

 

 

1,456,141 

計 15,630,349 
 

事 

業 

効 

果 

 障害者（児）の日常生活、社会生活の向上を図ることができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

シルバー人材センター

助成事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ135） 

民生費 
6,783 

(10,850)

 
6,783 

(10,850)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 高齢者の能力開発と就業機会の確保及び生きがいづくりの推進をするため運営

補助を行った。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 運営補助金(円)

シルバー人材セ

ンター助成事業 

契約金額 87,015,132 円

（受託事業収入） 

受託件数   2,174 件 

就業延人員 20,387 人 

会員数     309 人 

106,735,260 6,783,000

計 6,783,000
 

事 

業 

効 

果 

 定年退職者等の生きがいの充実、社会参加の推進を図りこれらの者の技術、技

能等を生かし活力ある地域社会づくりの推進が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

高齢者筋力向上 

トレーニング事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ135） 

民生費 
2,752 

(3,654)
3,037 

(3,037)
 

△285 

(617)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 運動機能の向上を図ることにより高齢者の健康増進が図られた。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

高齢者筋力向上 

トレーニング事業 

・委託料   トレーナー 1 人 

       看護師   1 人 

       3,654,000 円（県 3/4） 

    会員数     60 名 

    利用者数 延 2,127 名 

2,752,000

計 2,752,000
 

事 

業 

効 

果 

 高齢者の健康の維持増進を図り、要介護状態になることの予防が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

介護予防事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ137） 

民生費 
13,345 

(17,252)
75 

(75)

1,349  

(1,461) 

11,921 

(15,716)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

生きがい活動支援

通所事業 

介護認定非該当者を対象に、デイサ

ービスセンターで日常動作訓練や健

康チェック、入浴、食事をし、要介護

状態への進行を予防する。 

・委託先  やすらぎ園 

旭市社会福祉協議会 

・利用者   70 人 

・利用回数 338 回 

5,680,981

軽度生活支援事業 

介護認定非該当者等に対する家事援

助及び、ひとり暮らし高齢者訪問調査

及び見守り。 

・委託先  旭市社会福祉協議会 

・利用者   38 人  1,815 回 

・訪問調査 373 件 

7,519,286

生活管理指導短期

宿泊事業 

生活習慣が欠如していた方を短期間

施設に宿泊し生活指導､支援をする。 

・委託先  東総園 

・利用者   3 人 

83,380

その他事務費等 手数料、保険料 61,290

計 13,344,937
 

事 

業 

効 

果 

 自立した生活及び、要介護状態への進行を予防することが図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

緊急通報体制等 

整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ139） 

民生費 
8,315 

(10,188)

 
8,315 

(10,188)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

ひとり暮らし高齢者等に、緊急通報装置のついた電話機を貸与し緊急時に対応

する。また、低所得者には、電話の基本料金を助成する。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

 

役務費 

 

 

委託料 

 

 

 

通信運搬費 

利用者 5 人 

 

緊急通報システム事業委託 

244 台（3月末） 

81,585

8,233,758

計 8,315,343
 

事 

業 

効 

果 

 ひとり暮らし高齢者等に、多機能電話を設置することにより不安解消が図られ

た。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

配食サービス事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ139） 

民生費 
6,377 

(7,316)
5,607 

(5,607)

1,752  

(2,065) 

△982 

(△356)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

65 歳以上の高齢者のみの世帯及び身体に障害のある者に対して、栄養のバラン

スのとれた食事を提供し、安否確認をする。 

・委託先  旭市社会福祉協議会 

・調理施設 やすらぎ園・東総園・聖マリア園 

・利用人数 77 人 

・配食数  5,822 食 

・アセスメント調査  55 件 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

 

需用費 

 

 

 

役務費 

 

 

 

委託料 

 

公課費 

 

弁当箱購入（300 個） 

 

配送用車輌車検代〔2台〕 

 

車検手数料他 

 

保険料 

 

配食サービス事業委託料 

 

自動車重量税 

 

392,282

108,479

33,300

117,930

5,707,300

17,600

計 6,376,891
 

事 

業 

効 

果 

 栄養のバランスのとれた食事を提供することにより、高齢者等の健康保持が図

られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

※生活支援事業関係 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ141） 

民生費 
19,052 

(22,790)
1,387 

(1,387)

199  

(238) 

17,466 

(21,165)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

事 業 名 内   容 事業費(円) 

家族介護用品

給付事業 

在宅の常時失禁状態の寝たきり並びに

認知症の高齢者に紙おむつを給付。 

・給付者  419 人 

・給付枚数 1 人年間 360 枚～700 枚 

7,811,872

介護老人福祉

手当支給事業 

要介護 4又 5と認定され、在宅で常に臥

床し、日常生活に介護を要する 65 歳以

上の者。 

・給付者   112 人 

・給付額  月額 10,650 円 

7,827,750

外出支援サー

ビス事業 

一般の交通機関を利用することが困難

な方に、医療機関等への受診や、入退院

の送迎を行う。 

・委託先  旭市社会福祉協議会 

・利用者  87 人 2,012 回 

3,412,788

計 19,052,410
 

事 

業 

効 

果 

 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように支援した

ことにより、在宅での自立した生活が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

児童扶養手当給付事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ145） 

民生費 
138,333 

(188,084)
105,102 

(141,080)
 

33,231 

(47,004)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

母子家庭等の生活の安定と自立の促進に寄与するため、児童扶養手当を支給し、

もって児童福祉の増進を図る。（支給月： 8 月・12 月） 

 

平成 17 年度全部支給月額 41,880 円、一部支給月額 41,870 円～9,880 円 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

 

扶助費 

 

 

 

 

 

 

その他事務費等 

 

 

・児童扶養手当 

 

 全部支給者 延月人数 1,525 人 

 一部停止者  〃   1,050 人 

 ２子加算者  〃   1,075 人 

 ３子加算者  〃    273 人 

 

・報酬、旅費、需用費、役務費等 

138,224,710

108,088

計 138,332,798
 

事 

業 

効 

果 

 児童扶養手当を支給し、児童福祉の増進が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

児童手当給付事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ145） 

民生費 
214,329 

(321,949)
181,187 

(274,364)
 

33,142 

(47,585)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

支給月  10 月・2月・その他随時 

支給額  第 1 子・第 2子月額 5,000 円 第 3 子以降月額 10,000 円 

支給対象 小学校第 3学年修了前の児童を養育し、所得制限限度額以内の者 

 

項 目 内     容 事業費（円）

扶助費 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

事務費等 

･被用者児童手当  32,850,000 円 延 5,839 人 

･非被用者児童手当 29,490,000 円 延 5,165 人 

･特例給付児童手当  4,010,000 円 延  772 人 

･被用者小学校第 3学年修了前特例給付費 

80,950,000 円 延 14,679 人 

･非被用者小学校第 3学修了前特例給付費 

66,455,000 円 延 11,697 人 

 

･旅費、需用費、役務費、委託料、賃借料等 

 

213,755,000

574,100

計 214,329,100
 

事 

業 

効 

果 

 家庭生活の安定と、次代の社会を担う児童の健全な育成資質の向上が図られた。
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

延長保育促進事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ153） 

民生費 
1,688 

(2,160)
935 

(935)
 

753 

(1,225)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

保護者の勤務形態等に伴う保育時間の延長に対する需要のため、保育時間の延

長を行い乳幼児福祉の増進を図る。(中央第一保育所・干潟保育所) 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

(歳出) 

臨時雇賃金 

 

・臨時保育士分 3名分 

1,000円／時×1,688時間＝1,688,000 円 

 

1,688,000

計 1,688,000

(歳入) 

次世代育成支

援対策交付金 
935,000 円（補助率 ポイント 8.5P）  

 

事 

業 

効 

果 

 保育時間の延長の需要に対応することにより、乳幼児の福祉の増進が図られた。
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

一時保育事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ153） 

民生費 
3,222 

(4,196)
2,592 

(2,592)

2,671  

(2,671) 

△2,041 

(△1,067)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

断続的勤務・短時間勤務等の勤務形態に伴う保育や、家族の急病、専業主婦の

育児疲れ等の解消のため、一時的な保育を実施する。 

（中央第三保育所・干潟保育所・飯岡中央保育所・三川保育所・塙保育所） 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

(歳出) 

労働等保険料 

臨時雇賃金 

 

 

 

 

 

その他事務費 

 

・臨時保育士分 

・臨時保育士 2名分 

(１日)7,800 円×185 日= 1,443,000 円 

7,300 円×173 日= 1,262,900 円 

(半日)4,900 円× 11 日=  53,900 円 

4,400 円× 15 日=  66,000 円 

(１時間)920 円× 2 日=   1,840 円 

・消耗品、保育用備品費等 

※財源内訳で一般財源がマイナスとな

るのは人件費（保育所関係職員給与

費）への充当があるため。 

316,227

2,827,640

 

 

 

 

 

77,831

計 3,221,698

(歳入) 

一時保育促進基盤 

整備事業費補助金 

 

一時保育所利用収入 

 

2,592,000 円（補助率 県 2/3） 

 

 

2,670,900 円（利用者延 1,942 人） 

 

 

事 

業 

効 

果 

 一時的な保育や、緊急・私的な保育をすることにより児童福祉の増進が図られ

た。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

私立保育所運営費等

助成事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ155） 

民生費 
47,871 

(47,871)
28,615 

(28,615)
 

19,256 

(19,256)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

旭市が保育の実施を委託した民間保育所に対し、子育ての環境・整備を総合的

に推進し、児童福祉の向上を図る。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

(歳出) 

・私立保育所運営費等補助金 

 

12,629,600

(歳入) 

私立保育所運営

費等補助金 

5,121,000 円 

(補助率 県 1/2） 

(歳出) 

・干潟中央保育園改築工事補助金 

 

35,241,000

負担金補助 

及び交付金 

(歳入) 

次世代育成支援

対策交付金 

23,494,000 円 

(補助率ポイント・ハード 44P) 

計 47,870,600
 

事 

業 

効 

果 

 私立保育所へ運営費を助成することで、入所児童及び保育士の処遇向上が図ら

れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

生活保護扶助費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ157） 

民生費 
385,498 

(468,499)
257,862 

(331,132)

11,924  

(11,954) 

115,712 

(125,413)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 最低限度の生活を無差別、平等に申請者に対して保障し、合わせて自立を助長

した。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

生活保護扶助費 

（歳 出） 

生活扶助費   251 人 

住宅扶助費   164 人 

教育扶助費    10 人 

介護扶助費    29 人 

医療扶助費 

   入院    30 人 

   入院外  194 人 

生業扶助費    5 人 

出産扶助費    1 人 

施設事務費    14 人 

108,591,309

25,843,566

529,578

11,404,007

217,916,287

255,290

280,000

20,677,923

計 385,497,960

（歳 入） 国庫負担金 

生活保護法 63 条 

生活保護法 78 条 

生活保護法 73 条 

257,892,000

711,046

0

11,212,911

計 269,815,957
 

事 

業 

効 

果 

 生活困窮者に対し必要な保護を行い、健康で文化的な生活水準を維持する最低

限度の生活を保障し、その自立を助長した。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

※老人保健事業関係 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書P165･167･169）

衛生費 
135,829 

(170,784)
36,237 

(36,237)

1,623  

(1,623) 

97,969 

(132,924)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

老人保健法に基づく医療以外の保健事業を基本に実施した。対象者は40歳以上。

子宮がん検診は、20 歳以上、乳がん検診の内、超音波は 30 歳代、マンモグラ

フィは 40 歳以上、前立腺がん検診は 50 歳以上を対象に実施した。 

 

事業内容 

事 業 名 内  容（7月～3月） 事業費（円）

健康教育 
集団(123回・7,320人) 

個別（参加人数 102人） 
1,460,006

健康相談 280回 3,177人 816,159

訪問指導 延 616人 520,141

基本健康診査 

集団25日 個別3ヵ月 

受診者数 10,102人 

（5月実施の旧干潟町40歳以上 1,660人、

19 歳～39 歳女性 163 人含む） 

83,568,644

肝炎ウイルス検診 受診者数  1,126人 4,026,151

（胃がん）  受診者数  2,876人 

（子宮がん） 受診者数  2,791人 

（乳がん）  超音波    337人 

マンモグラフィ 2,617人 

（肺がん）  二重読影  6,849人 

喀痰     244人 

（大腸がん） 受診者数  3,836人 

がん検診 

（前立腺がん）受診者数   943人 

45,292,421

成人歯科検診 受診者数    18人 23,500

骨粗しょう症検診 受診者数    57人 122,100

計 135,829,122
 

事 

業 

効 

果 

 健康の保持と生活習慣病の予防及び早期発見に努め、適切な保健指導により、

健康づくりの意識の高揚が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

※母子保健事業関係 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ175・177）

衛生費 
63,188 

(84,391)
26,295 

(26,295)
 

36,893 

(58,096)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

母子健康対策の推進を図るため保健指導、訪問指導、健康診査等の事業を行った。

事業内容（7月～3月） 事業費(円)

乳児健康診査 
4 か月児受診者 26 回 410 人 

8 か月児受診者 13 回 28 人 

1 歳 6 ヶ月児健康診査 19 回 468 人 

3 歳児健康診査 17 回 468 人 

医療機関委託 

健康診査 

妊婦一般 延 799 件 

乳児一般 延 571 件 

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業 2歳児歯科検診 17 回 370 人 

15,704,614

母親学級 
すこやかママ教室 9 回 延 99 人 

両親学級 15 回 133 人 

育児学級 
親子遊び教室 18 回 延 626 人 

母親学級同窓会 12 回 136 人 

育児相談 

育児相談 12 回 94 人 

言語心理相談 28 回 129 人 

面接・電話相談  1,356 人 

歯科妊婦乳幼児 

指導等 

歯科相談 5 回 31 人 

歯科健康教育 1 回 34 人 

離乳食教室 14 回 294 人 

おやこ料理教室 3 回 110 人 

保育所等巡回歯磨き 11 回 314 人 

母子保健訪問指導 
妊産婦  194 件 

乳幼児  255 件 

母子健康教育 10 回  508 人 

育
児
支
援
事
業 

保健推進員事業 保健推進員 200 人 

5,027,274

乳幼児医療費助成事業 延件数 14,484 件 42,455,669

計 63,187,557
 

事

業

効

果 

 次代を担う子どもたちの健やかな成長を支援するための妊娠・出産期から乳幼

児期に至る総合的な母子保健サービスを提供できた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

環境衛生対策推進事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ179） 

衛生費 
29,199 

(39,615)
76  

(230) 

29,123 

(39,385)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

環境衛生の保全・向上を図るため、市内の散乱ごみの回収及び清掃等のほか、

地域住民による側溝清掃後の泥土回収、防疫薬剤の販売等を行った。また、ごみ

の分別の徹底を図り、ごみステーションの適正な管理を促すため、配布物による

啓発や移動式ごみステーションの貸し付けを行った。 

 

事業内容 

項  目 内  容 事業費（円）

共済費 臨時職員（作業員）社会保険料等 1,941,408

賃金 臨時職員（作業員）賃金 16,616,071

消耗品 

 

ごみ収集ステーションプレート 1,000 枚 

作業用消耗品等 

630,000

122,891

印刷製本費 

 

 

ごみの分け方啓発用チラシ 35,000 枚 

ごみの収集カレンダー25,600 枚 

ごみの分け方品目別一覧 3,000 部 

645,750

373,050

186,375

医薬材料費 殺鼠剤 2,850 袋 248,377

委託料 

 

 

泥土回収運搬業務委託 

大型排水路清掃業務委託（後草・鏑木地先） 

不法投棄防止用看板作成 65 枚 

5,769,221

945,000

186,000

備品購入費 

 

移動式ごみステーション 10 基 

作業用草刈機・噴霧器各 1台 

669,900

70,000

負担金補助及び

交付金 
ごみステーション設置補助金 2基 200,000

その他事務費等 
修繕料、手数料、保険料、原材料費、 

公課費 
594,990

計 29,199,033
 

事 

業 

効 

果 

臨時職員の雇用により、市内に散乱するごみの回収等に迅速な対応ができた。

ごみの出し方やステーションの管理について、市民の意識向上が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

合併処理浄化槽 

設置促進事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ181） 

衛生費 
35,868 

(38,193)
25,027 

(25,027)
 

10,841 

(13,166)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 生活排水による公共用水域の水質汚濁防止のため、個人住宅に設置する合併処

理浄化槽の設置費の一部を補助した。また、既存の単独浄化槽を転換する者に対

し、通常の設置費補助に上乗せして撤去費の一部を補助した。 

 

事業内容 

項  目 浄化槽の規模 基数 補助単価（円） 補助額（円）

5人槽 

7 人槽 

10 人槽 

88 

27 

4 

240,000 

21,120,000

6,480,000

960,000

合併処理浄化槽設置事

業補助金 

(新規に設置する場合) 
小計 119  28,560,000

5 人槽 

7 人槽 

10 人槽 

5 

8 

0 

354,000 

411,000 

519,000 

1,770,000

3,288,000

0

合併処理浄化槽設置事

業補助金 

(既存の浄化槽を転換

する場合) 小計 13  5,058,000

5 人槽 

7 人槽 

10 人槽 

5 

8 

0 

180,000 

900,000

※1,350,000

0

合併処理浄化槽転換事

業補助金 

(転換の場合の上乗せ分) 
小計 ※（13）  2,250,000

計 132  35,868,000

※ 上乗せの件数は合計には含まない。 

※ 転換の場合、既存の浄化槽の撤去費用の一部として 180,000 円が補助金に上

乗せされるが、7人槽のうち 1基は当該現場において撤去が不可能であった

ため、補助額は 90,000 円となる。 

事 

業 

効 

果 

 平成 17 年度末で、補助による合併処理浄化槽の設置基数は 3,276 基（旧 1市 3

町計）となり、生活排水による公共用水域の水質汚濁防止が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

環境美化推進事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ181） 

衛生費 
3,217 

(4,145)

 
3,217 

(4,145)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

「きれいな旭をつくる会」に補助金を交付し、同会の実施する各種事業を通じ

て、環境美化を推進した。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

負担金補助及び

交付金 
きれいな旭をつくる会補助金 3,000,000

その他事務費等 消耗品費、土地賃借料 216,713

計 3,216,713

 

「きれいな旭をつくる会」の主な事業内容 

① ゴミゼロ運動(春)(秋) 

② 海岸清掃 

③ 環境美化モデル地区助成 

④ ボランティア活動補助 

⑤ 公共施設等花いっぱい運動 

⑥ 不法投棄防止の看板設置 

⑦ 移動式ゴミステーション購入 

⑧ 古紙類回収 

⑨ 環境衛生大会開催 

⑩ その他環境美化啓発運動 

 

※平成 17 年度ゴミゼロ運動効果（秋のみ実施・春は旧 1市 3町で実施） 

 空き缶 空き瓶 ペットボトル 計 参加人数 

春 ― ― ― ― ― 

秋 5,310 ㎏ 2,960 ㎏ 1,190 ㎏ 9,460 ㎏ 9,175 人 

計 5,310 ㎏ 2,960 ㎏ 1,190 ㎏ 9,460 ㎏ 9,175 人  

事 

業 

効 

果 

住民の環境美化に対する意識向上が図られた。 

環境美化モデル地区における運動が周辺地域に波及している。 

ごみの再資源化、減量化が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

不法投棄防止活動事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ183） 

衛生費 
11,075 

(15,987)
1,223 

(1,223)
 

9,852 

(14,764)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

近年、増加傾向にある不法投棄に対し、不法投棄監視員の設置やパトロール等

の防止活動を行った。また、市内に不法投棄された廃棄物の処理を行った。 

 

事業内容 

 

 項目 内容 事業費（円）

報酬 環境保全防犯推進協議会委員報酬 31 人 639,375

報償費 
不法投棄監視員報償金 24 人 

環境保全団体活動報償金 

1,590,000

1,734,500

燃料費 公用車ガソリン代 1,132,440

通信運搬費 不法投棄監視システム用電話回線料金 260,793

委託料 不法投棄防止等パトロール業務委託 807,450

不
法
投
棄
防
止
活
動 

賃借料 不法投棄監視システム賃借料 2,134,755

手数料 

不法投棄家電・自動車リサイクル料 

※エアコン 2台 テレビ 60台 冷蔵庫 35台 

 洗濯機 22 台 放置自動車 1台 

421,773

不
法
投
棄
廃
棄
物
処
理

委託料 

不法投棄廃棄物処理委託料 

※バッテリー処理 41 個 タイヤ処理 290 本 

 廃ビニール 1,620 ㎏ 廃プラ 8.2 ㎥ 

277,987

その他委託料 飯岡海岸一般廃棄物収集運搬業務委託 1,032,150

その他事務費等 
消耗品費、修繕料、保険料、手数料、賃借料、

公課費 
1,044,010

計 11,075,233
 

事 

業 

効 

果 

不法投棄監視員等の監視・パトロール活動により、不法投棄物の発見と回収を

迅速に行うことができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

塵芥処理施設運営費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ191） 

衛生費 
396,025 

(463,841)
223,034  

(285,648) 

172,991 

(178,193)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

市内より発生する一般廃棄物を適正に収集・処理するため、旭市クリーンセン

ター及びグリーンパークの適切で安全な運営及び維持管理を行った。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費(円)

共済費 臨時職員（作業員）労災等保険料 2,457,944

賃金 臨時職員（作業員）賃金 21,411,185

消耗品費 指定ごみ袋購入 33,855,658廃
棄
物
収
集
・
処
理 

委託料 

廃棄物収集運搬業務委託 

※委託業者 5社、管内ステーション 1,145 箇所 

焼却灰エコセメント処理業務委託 

焼却灰運搬業務委託 

容器包装廃棄物選別処理業務委託 

プラスチック処理業務委託 

その他各種業務委託 

89,155,500

24,053,064

2,488,248

22,365,000

19,475,767

331,766

光熱水費 施設用電気代等 32,843,090

修繕料 施設修繕整備等 12,112,241

委託料 

焼却施設オーバーホール運転業務委託 

水質及びばい煙等検査業務委託 

ごみ処理施設精密機能検査業務委託 

松沢最終処分場埋立終了届出書作成業務委託 

その他各種業務委託 

6,300,000

7,545,300

4,725,000

4,200,000

7,000,738

施
設
維
持
管
理 

工事請負費
焼却施設定期修繕整備工事 

グリーンパークガス抜き設備工事 

93,975,000

714,000

その他事務費等
燃料費、手数料、保険料、使用料及び賃借料、 

備品購入費、公課費 
11,015,364

計 396,024,865 

事 

業 

効 

果 

一般廃棄物の処理が適正に行われ、生活環境の保全が図られた。 

大規模な改修工事や修繕等により施設の維持が図られた。また、施設の機能検

査により今後の計画的な整備が可能となった。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

働く婦人の家活動費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ195） 

労働費 
1,642 

(2,128)

 
1,642 

(2,128)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

事業内容 

時期 講 座 名 回数 時期 講 座 名 回数

1 パンの花 6 9 書道 11

2 舞踊 0 10 着付け 11

3 木目込人形 5 11 生け花 11

4 英会話 4 

後
期(
10
～
３
月
） 

夜
の
部 

12 ピアダンス 11

5 ヨーガ 6 1 料理 8 

6 いきいきﾊﾟﾄﾞﾙ体操 3 2 はがき絵 7 

昼
の
部 

7 和装 0 

昼
の
部 

3 押し花 8 

8 男性のﾘﾌﾚｯｼｭ 6 4 フラワーあれんじめんと 8 

9 中国語 6 

長
期(

７
～
３
月)

 夜 

5 料理 8 

前
期
（
７
～
９
月
） 

夜
の
部 

10 手話 11 1 手打ちそばとつゆ作り 0 

1 御殿まり 11 2 ゆかたの着付け 0 

2 ﾊﾟｯﾁﾜｰｸｷﾙﾄ 11 3 初めて編むマフラー 1 

3 舞踊 11 4 クリスマスケーキ作り 1 

4 和紙人形 11 5 和紙人形の干支作り 1 

5 おしゃれニット 11

昼
の
部 

6 お正月料理 1 

6 クラフト手芸 6 7 お正月用生け花 1 

7 健康体操 11    

後
期(

10
～
３
月
） 

昼
の
部 

8 洋裁 8 

単
発
講
座 

夜
の
部 

   

計 215 回  延べ受講者数 3,595 人  事業費 1,642,105 円 
 

事 

業 

効 

果 

女子労働者及び勤労者家庭の婦人等を対象に、職業や家庭生活に必要な知識、

技能等の講座を通し、女性の教養を高め知識の向上や社会参加の促進が図られた。

また、多くの方の参加により、働く婦人の家活動に対する理解が深まった。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

水田農業構造改革 

推進事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ207） 

農林水産

業費 

15,909 

(15,909)
1,583 

(1,583)
 

14,326 

(14,326)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費(円)

負担金補助

及び交付金 

(1) 集団転作推進事業補助金 

・大規模ブロックローテーション促進事業 

嚶鳴営農組合  7.7ha 1,083,208 円 

・モデル転作団地推進事業 

嚶鳴営農組合  7.7ha 1,702,184 円 

(2) 水田農業構造改革事業補助金 

旭市水田農業推進協議会 7,760,065 円 

奨励作物助成金、 種子助成金 

・水田営農推進モデル事業 

清滝転作組合       90,000 円 

・団地化促進事業 

清滝転作組合  7.2ha 1,073,310 円 

出清水管理組合 4.1ha  617,175 円 

大正管理組合  3.1ha  461,925 円 

・土地利用型ステップアップ事業 

清滝転作組合       500,878 円 

・転作作物等推進事業 

清滝転作組合  7.2ha 1,431,080 円 

出清水管理組合 4.1ha  411,450 円 

大正管理組合  3.1ha  327,860 円 

鴻ノ巣管理組合 0.7ha   69,840 円 

食用馬鈴薯   0.3ha   39,315 円 

(3)高度水田利用補助金 

嚶鳴営農組合  7.7ha  340,436 円 

2,785,392

12,782,898

340,436

計 15,908,726 

事 

業 

効 

果 

団地化等の水田の集団的利用による、農作業の効率化と低コスト化を図りなが

ら麦栽培を実施することにより、食料自給率の向上と安定した水田農業経営が図

られた。 

また、景観形成作物の作付けにより、荒廃していた小規模土地改良実施済み休

耕田が田園環境保全を取り戻し地域住民の憩いの場として又、グリーン・ブルー

ツーリズム等都市農村交流が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

経営構造対策事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ211） 

農林水産

業費 

116,272 

(116,272)
116,272 

(116,272)
 

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費(円)

・経営構造対策事業補助金 

（１）農事組合法人米工房富浦 

乾燥調製施設建設  1 棟 530.48 ㎡ 

事業費       91,350,000円 

（２）農事組合法人ＳＵＮファーム富浦 

複合経営促進施設建設 3 棟 10,174 ㎡ 

事業費       130,235,700円 

 

事業費計       221,585,700円 

県費交付金 1/2以内  105,517,000円 

（内訳）（１）       43,500,000 円 

(２)        62,017,000円 

事業主負担      116,068,700円 

105,517,000

負担金補助

及び交付金 

・千葉県原油価格高騰対応施設園芸省エネルギ

ー化推進緊急対策事業 

事業実施主体：フルールセゾン 

事業費   ：21,510,000 円 

（国10,755千円 事業主体10,755千円） 

事業内容 

カーテン工事 1.18ｈａ（9施設） 

多段式サーモ 7 台 循環扇 8 台 

10,755,000

計 116,272,000 

事 

業 

効 

果 

・経営構造対策事業 

担い手への農地利用集積を図ることが急務となっているが、市内の地域担い

手組織に対し、施設整備事業を実施したことにより、効率的な農地利用集積が

図られた。 

 

・千葉県原油価格高騰対応施設園芸省エネルギー化推進緊急対策事業 

本事業の導入により、温室内のエネルギー使用効率が高められ、燃油使用量

を１割以上低減できた。また、機器類の導入では燃油の効率的な使用と室内の

温度ムラの改善に繋がり、栽培期間の短縮と品質の向上が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

「原点回帰」飼料増産

緊急対策事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ211） 

農林水産

業費 

5,957 

(5,957)
5,957 

(5,957)
 

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

現在多くの畜産経営は海外からの輸入飼料に頼っている。本事業は原点に返り、

飼料を自ら作る体制を整えるための、条件整備事業である。 

 

事業主体：椿の郷（耕種農家 3戸） 稲わら収集・堆肥散布 

干潟地区自給飼料利用組合(畜産農家 4戸) 飼料用とうもろこし栽培

 

項 目 内   容 事業費（円）

負担金補助

及び交付金 

「原点回帰」飼料増産緊急対策事業補助金 

 

自給飼料増産に資する作業機械の導入 

・椿の郷 

ロールベーラ   1 台 

レーキ      1 台 

バケット     1 台 

ロールグラブ   1 台 

マニアスプレッダ 1 台 

総事業費    5,081,000 円 

国費 1/2 以内 1,847,000 円 

県費 15％    762,000 円 

事業主体負担 2,472,000 円 

・干潟地区自給飼料利用組合 

コーンハーベスタ  1 台 

細断型ロールベーラ 1 台 

総事業費    6,153,000 円 

国費 1/2 以内 2,426,000 円 

県費 15％    922,000 円 

事業主体負担 2,805,000 円 

5,957,000

 

事 

業 

効 

果 

本事業により事業の目的である、自給飼料の増産体制が整えられた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

畜産振興事務費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ211） 

農林水産

業費 

44,429 

(44,429)

 
44,429 

(44,429)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

畜産振興業の振興を図るため、優良種豚の導入や生産組合の事業活動への助成

等を行った。 

事業内容 

項  目 内   容 事業費(円) 

資源リサイクル畜産環境整備事業負担金 

（事業主体：(社)千葉県農業開発公社） 

良質な堆肥生産施設等の建設 

開放直線型堆肥発酵施設 2 棟 1,404 ㎡ 

攪拌式堆肥発酵機械   2 基 

堆肥舎         1 棟 1,500 ㎡ 

浄化処理施設      1 基 

密閉縦型堆肥発酵機   2 基 

汚泥専用堆肥舎     1 棟 107.8 ㎡ 

総事業費  294,972,000 円 

（国 147,485 千円、県 58,701 千円 

市費 23,480 千円、事業主体 65,306 千円）

23,480,000

負担金補助

及び交付金 

産地食肉処理体制強化推進事業補助金 

（事業主体：株式会社 千葉県食肉公社）

汚泥浄化槽の設置 

新設水槽躯体築造工事 1 式(4,000 ㎡) 

汚泥消化槽躯体工事  1 式(1,509 ㎡) 

総事業費  664,020,000 円 

（国 297,992 千円、市費 20,000 千円、 

事業主体 346,028 千円） 

20,000,000

その他事業費 949,480

計 44,429,480
 

事 

業 

効 

果 

本事業により整備した施設を利用し、事業目的である安定的な畜産経営と地域

資源エネルギーの恒久的な活用の推進が図られた。 

また、汚泥排出量の減容化による処理費の削減等に向けた取り組みも順調に歩

みだしたところであり、地域畜産業の発展及び経営安定が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

家畜排せつ物利活用

施設整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ213） 

農林水産

業費 

96,344 

(96,344)
80,286 

(80,286)
 

16,058 

(16,058)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

畜産業における環境汚染の防止及び畜産経営の安定と生活環境を保全し、環境

と調和のとれた資源循環型農業を推進していく。また、耕種農家と連携を図るこ

とで家畜糞尿が有効利用される。 

 

事業主体：鶴巻地区堆肥利用組合（畜産農家 3名・耕種農家 4名） 

 

項 目 内   容 事業費（円）

負担金補助

及び交付金 

家畜排せつ物利活用施設整備事業補助金 

 

施設建設及び付随する機械と作業機械の導入 

 

発酵舎      1 棟（900 ㎡） 

堆肥舎      1 棟（429 ㎡） 

乾燥舎      2 棟（1,440 ㎡、840 ㎡） 

製品保管庫    1 棟（340 ㎡） 

深型発酵機    1 基 

乾燥攪拌機    2 基 

送風機      1 基 

ホイールローダー 1 台 

マニュアスプレッダー 2 台 

設計監理費 

総事業費   128,490,400 円 

国費 1／2以内 64,229,000 円 

県費 1／8以内 16,057,000 円 

市費 1／8以内 16,058,000 円 

事業主体負担  32,146,400 円 

96,344,000

 

事 

業 

効 

果 

本事業により整備した施設を利用し、事業目的（上記事業概要）である資源循

環型農業の推進に向け、順調に動き出したところである。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

農村総合整備事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ215） 

農林水産

業費 

20,436 

(20,436)
15,100 

(15,100)
 

5,336 

(5,336)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

事 業 名 内   容 事業費（円）

(1)委託料 

 

 

 

 

 

 

 

(2)工事請負費 

 

 

 

 

 

 

(3)公有財産購入費 

 

(4)補償補てん及び

賠償金 

不動産鑑定業務     152,250 円 

設計管理業務     1,127,700 円 

年度実施設計   315,000 円 

現場管理     812,700 円 

調査測量業務     2,835,000 円 

完了整備    2,835,000 円 

物件補償調査業務    693,000 円 

 

集道５号舗装工事（中谷里地先） 

Ｌ＝153.7ｍ Ｗ＝4.5ｍ 

6,121,500 円 

集道６号舗装工事（中谷里地先） 

Ｌ＝191.0ｍ Ｗ＝4.5ｍ 

5,491,500 円 

 

集道 5，6号線工事用地 

      取得面積 514.94 ㎡ 

 

物件補償 

    ビニールハウス移設補償 

4,807,950

11,613,000

1,452,632

2,115,760

その他事務費等 446,538

計 20,435,880
 

事 

業 

効 

果 

農道整備、排水路整備の実施により、ほ場での作業が容易となり作業の効率化

が図られた。 

 

57



 

（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

基盤整備促進事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ217） 

農林水産

業費 

13,146 

(13,146)
9,172 

(9,172)
 

3,974 

(3,974)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

事 業 名 内   容 事業費（円）

 

（1）委託料 

 

 

 

 

（2）工事請負費 

 

設計管理業務    2,840,250 円 

   年度実施設計  303,450 円 

   現場管理    709,800 円 

   調査設計   1,827,000 円 

 

玉浦川地区工事 Ｌ＝79.0ｍ 

 

 

 

2,840,250

10,143,000

その他事務費 163,025

計 13,146,275
 

事 

業 

効 

果 

排水路整備により安定した排水が得られ農地の汎用化が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

県営担い手育成 

基盤整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ217） 

農林水産

業費 

42,000 

(42,000)
37,800 

(37,800)
 

4,200 

(4,200)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

事 業 名 内   容 事業費（円）

 

県営担い手育成 

基盤整備事業 

 

富浦地区負担金  42,000,000 円 

 

工事費負担金 40,000,000 円 

 

整地工 78ha 

排水路工 Ｌ＝4.0km 

道路工 Ｌ＝6.8km 

 

事務費負担金  2,000,000 円 

 

 

42,000,000

計 42,000,000
 

事 

業 

効 

果 

ほ場整備事業の実施により、耕地の利便が向上し生産コストの削減が図られ、

効率的・安定的な農業構造の推進が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

広域農業基盤整備事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ219） 

農林水産

業費 

122,497 

(122,797)
105,800 

(105,800)
 

16,697 

(16,997)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

事 業 名 内   容 事業費（円）

広域農業基盤

整備事業 

清滝Ⅱ期地区    23,270,000 円 

事費負担金     22,230,000 円 

道路舗装・併せ農道 Ｌ＝1.45 ㎞他

事務費負担金    1,040,000 円 

 

万力地区      50,400,000 円 

工事費負担金    48,000,000 円 

暗渠排水 Ａ＝109ha 他 

事務費負担金    2,400,000 円 

 

万才Ⅱ期地区    40,950,000 円 

工事費負担金    39,000,000 円 

用水路工 Ａ＝153ha 他 

事務費負担金    1,950,000 円 

 

東城神代・Ⅱ期地区  3,858,750 円 

工事費負担金    3,675,000 円 

区画整理 Ａ＝120ha 他 

事務費負担金     183,750 円 

 

万力Ⅱ期・椿海地区  4,018,000 円 

調査費負担金    4,018,000 円 

23,270,000

50,400,000

40,950,000

3,858,750

4,018,000

計 122,496,750
 

事 

業 

効 

果 

ほ場整備事業の実施により、耕地の利便が向上し生産コストの削減が図られ、

効率的・安定的な農業構造の推進が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

地域水産物供給 

基盤整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ223） 

農林水産

業費 

30,020 

(30,020)
25,770 

(25,770)

3,608  

(3,608) 

642 

(642)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

事 業 名 内   容 事業費（円）

 

魚礁設置工事 

工事費     29,400,000 円 

Ｃｏ魚礁 36 基 

鋼製魚礁  4 基 

 

 

29,400,000

 

地域水産物供給

基盤整備事業 

 

その他事務費等    620,193 円 620,193

計 30,020,193
 

事 

業 

効 

果 

天然礁が少ない本地域に人工魚礁を沈設することで、水産資源の増大と持続的

利用可能な漁場が整備された。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

商工業振興事務費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ229） 

商工費 
15,070 

(25,914)

 
15,070 

(25,914)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

 商工業の総合的な発展と振興を図るため、商工会への助成、旭市土地開発公社

運営事業への助成等を行った。 

 また、行政の合併に伴い、市内の４商工会も平成 18 年 4 月 1 日に合併すること

となったため、新旭市商工会発足に向けて協議、検討する事業に対し助成した。

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

商工会育成補助金 旭市旭商工会運営事業費補助 8,943,000

海匝地区旭ｸﾞﾙｰﾌﾟ

商工会合併協議会

補助金 

旭市旭商工会、旭市飯岡商工会、旭市

海上商工会、旭市干潟商工会の４商工

会の合併に向けて協議会、視察調査、

説明会等を実施。 

合併調印式：平成 17 年 12 月 2 日 

合併方式：新設合併 

2,000,000

旭市土地開発公社

運営補助金 

旭市土地開発公社臨時職員1名の人件

費補助 
2,900,000

その他事務費等 1,227,455

計 15,070,455
 

事 

業 

効 

果 

商工業を取り巻く厳しい経済状況の中、市内商工会の合併により効果的な事業

展開及び今後の市内商工業の発展が期待できる。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

商業活性化推進事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ229） 

商工費 
6,530 

(6,530)

 
6,530 

(6,530)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 厳しい経営環境の中、小売店は同業種間あるいは商店街での連携をとりながら、

個店としての特色を打ち出すことが求められていることから、消費者が来店しや

すい環境整備をし、商店街活性化に向けて実施する事業に助成した。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

旭市商店街等

活性化事業補

助金 

商店街が実施するイベントへの補助 

田町本町通り商店会     300,000 円 

旭銀座通り商店会      300,000 円 

飯岡商店振興会ｲﾙﾋﾟｰｽﾀﾝﾌﾟ会 300,000 円 

ひがた駅前ｽﾀﾝﾌﾟｻｰﾋﾞｽ会   300,000 円 

1,200,000

旭市商店街振

興事業補助金
旭市商店街連合会運営費補助 2,000,000

旭市商店街等

施設及び景観

整備事業補助

金 

商店街の施設の整備及び改修を目的とした事

業に対して補助 

しんちょう通り会      500,000 円 

旭銀座通り商店会      330,000 円 

瀬道通り会         500,000 円 

商店街駐車場借上事業に対して補助 

新田中央会          60,000 円 

旭銀座通り商店会      200,000 円 

田町本町通り商店会     340,000 円 

1,930,000

スターライト

ファンタジー

事業補助金 

スターライトファンタジー開催事業費補助 

開催期間：平成 17 年 12 月 1 日～25 日 

事業主体：旭市旭商工会 

1,400,000

計 6,530,000
 

事 

業 

効 

果 

商店会等が実施するイベントや施設の改修、駐車場借上げへの助成により、商

業の活性化が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

※観光振興対策 

事業関係 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書P231･233･235）

商工費 
26,777 

(35,436)

 
26,777 

(35,436)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

観光資源のＰＲやイベント開催などにより観光客の誘致を図り、観光の振興に

努めた。 

事業内容 

事業名 内     容 事業費(円)

ちば観光プロモーション協議会負担金 

（デスティネーションキャンペーン等） 

旭市観光協会補助金 

（七夕市民まつり、観光事業団体の育成、運営費） 

夏期観光客誘致促進事業補助金 

（サマーフェスタ in 矢指ケ浦開催 7 月 23 日） 

その他事務費等 

320,000

9,340,000

500,000

1,926,331

観光事務費 

小   計 12,086,331

矢指ケ浦海水浴場監視員業務委託料 

(7 月 16 日～8月 21 日 37 日間 入込客 21,450 人） 

干潟ふるさとまつり補助金 

(平成 17 年 11 月 13 日開催) 

その他事務費等 

3,666,923

2,700,000

3,275,432

観光イベン

ト開催事業 

小   計 9,642,355

萩園海水浴場監視員業務委託料 

(7月 16日～8月 21日 37日間 入込客122,495人） 

その他事務費等 

4,126,500

921,496

萩園海水浴

場事業 

小   計 5,047,996

計 26,776,682
 

事 

業 

効 

果 

夏期観光シーズンに来遊する観光客が、安心して利用できる海水浴場の整備が

図られた。 

袋公園桜まつり、七夕市民まつり、サマーフェスタ in 矢指ケ浦などのイベント

を開催することにより、観光客の誘致が図られた。 

観光協会の組織体制の確立と各種観光事業の内容の充実が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

飯岡刑部岬展望館 

維持管理費 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ237） 

商工費 
7,476 

(9,587)
6,657 

(6,657)
 

819 

(2,930)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

千葉県との委託契約により、飯岡刑部岬展望館について次の業務を受託してい

る。 

（１）展望館利用者への提供業務 

（２）展望館の維持管理・美化清掃業務 

（３）付属設備の保守点検業務 

（４）展望館の警備業務 

（５）建物等の軽微な修繕業務 

 

事業内容 

項  目 内  容 事業費（円) 

飯岡刑部岬展望館 

維持管理運営費 

維持管理費の内訳 

臨時職員 2 名 

共済費 

賃金 

旅費 

需用費 

役務費 

委託料 

使用料及び賃借料 

 

 

452,565 

3,395,668 

2,000 

1,729,774 

178,706 

1,584,975 

132,300 

計 7,475,988 

 

平成 17 年 7 月から平成 18 年 3 月入込客数  184,900 人 

平成 17 年度入込客数           （252,700 人） 

（千葉県報告 平成 17 年観光入込調査） 

事 

業 

効 

果 

千葉県立九十九里自然公園の北部に自然とふれあう活動の場として、整備され

たものであり、展望館としての役割のほかに、自然環境についての学習や自然観

察として幅広く利用することができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

長熊釣堀センター 

管理費 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ237） 

商工費 
6,851 

(9,739)
7,535  

(10,212) 

△684 

(△473)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

長熊釣堀センターの維持管理を行い、秋の釣大会を開催した。 

 

事業内容 

項  目 事業費（円） 

賃金（臨時職員 2名） 1,997,274

秋の釣大会開催経費（報償費） 142,487

へら鮒購入費（消耗品費） 3,649,800

その他 1,061,766

計 6,851,327

 

 

秋の釣大会 開催日 平成 17 年 11 月 20 日（日） 

参加者 248 名 

 

 

7 月～3月 開場日数   139 日(1 日平均 約 54 人） 

入場者数   7,540 人 

入場料収入  7,535,000 円 

事 

業 

効 

果 

市内外の釣り愛好者の憩いの場として利用されている。都市周辺からも自然を

求めて多くの釣客が訪れており、市のＰＲの面からも効果が大であった。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

地籍調査事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ243） 

土木費 
19,912 

(21,354)
8,250 

(8,250)
 

11,662 

(13,104)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

現地と整合性のある正確な地図を作成した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 地籍調査委託料 

 

 

 

 

 

(2) その他事務費等 

 

・現地調査 

鏑木○5 地区 0.71 ㎢ 

・原図・複図作成 

鏑木○4 地区 0.72 ㎢ 

 

 

16,485,000

3,426,880

計 19,911,880
 

事 

業 

効 

果 

一筆ごとに所有者、地番、地目、地積を調査測量し、「地籍図」「地籍簿」とし

てまとめることにより、基礎資料としての整備及び地籍の明確化が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

※道路・交通安全施設

維持補修関係 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ247） 

土木費 
94,619 

(138,795)
5,450  

(5,450) 

89,169 

(133,345)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

老朽化した舗装や破損した道路の維持補修を継続して行い、また、交通安全施

設の改修と交通安全上危険な箇所に交通安全施設を設置した。 

 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円） 

道路維持補修事業 

 

 

 

 

交通安全施設維持 

補修事業 

・道路補修委託  市内 

・道路舗装改修工事 

工事本数 54 本 Ｌ＝1,811.9ｍ 

・私道整備助成金 市内 1箇所 

 

・交通安全施設整備工事 

道路照明灯    4 基 

道路標識     3 基 

カーブミラー   54 基 

区画線     5,940ｍ 

カラー舗装    202 ㎡ 

防護柵       52ｍ 

ガードレール   112.5ｍ 

舗装工      750 ㎡ 

スノーポール(2 段) 56 本 

・維持補修費 

道路照明灯    25 基 

カーブミラー   9 基 

道路標識     5 基 

7,245,000

67,420,750

1,000,000

17,832,150

1,121,547

計 94,619,447
 

事 

業 

効 

果 

道路舗装の維持補修を実施し、安全で良好な道路環境を整えることができた。

交通安全施設を整備して、交通事故を防止し、安全な街づくりを進めることが

できた。 

 

68



 

（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

道路新設改良事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ249） 

土木費 
256,358 

(414,976)
81,050 

(81,050)

65,500 

(65,500)
 

109,808 

(268,426)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

幹線道路を計画的に整備し、生活関連道路については、未改良の舗装新設、拡

幅を実施した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

 

(1) 委託料 

 

 

(2) 工事請負費 

 

 

 

 

(3) 公有財産購入費 

 

 

(4) 負担金補助 

及び交付金 

 

 

(5) 補償補填及び 

賠償金 

 

・不動産鑑定委託 1 件 

・調査設計委託  2 件 

 

・道路改良 8 本・Ｌ＝ 1,248ｍ

・道路舗装 5 本・Ｌ＝  557ｍ

・道路排水 5 本・Ｌ＝ 957.5ｍ

・舗装改修 1 本・Ｌ＝  51.9ｍ

 

・道路用地購入  9 路線 

 

 

・県営事業地元負担金 

排水整備   1/5 

道路改良事業 1/6 

 

・補償金 8 路線 

202,650

5,229,000

142,367,400

9,838,500

37,616,250

2,688,000

13,861,199

1,969,517

7,500,190

35,085,730

計 256,358,436
 

事 

業 

効 

果 

道路及び排水施設等の整備により、生活環境と利便性の向上が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

排水路整備事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ249） 

土木費 
8,076 

(10,436)

 
8,076 

(10,436)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

地域排水の改善のため、排水路の整備を行った。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 工事請負費 

 

(2) 公有財産購入費 

 

(3) 負担金補助 

及び交付金 

 

 

・排水路整備 

 

・排水路土地購入 5 件 

 

・大間手川底打工事負担金 

 

 

 

1,291,500

2,957,220

3,827,000

計 8,075,720
 

事 

業 

効 

果 

快適な生活環境と、雨水の一時増大に対応できるように改善された。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

旭中央病院 

アクセス道整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ251） 

土木費 
10,343 

(10,343)

 
10,343 

(10,343)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

東総広域農道から旭中央病院までのアクセス道路の道路概略設計を基に予備設

計を実施した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 委託料 

 

・道路予備設計及び 

測量業務委託 

 

・将来交通量推計及び 

費用便益比算出業務委託 

 

9,030,000

1,312,500

計 10,342,500
 

事 

業 

効 

果 

事業実施に向けて、今後の課題も含めた設計上の基本条件の整理ができ、各関

係機関との協議が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

１級２号線交通 

安全施設整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ251） 

土木費 
30,095 

(32,288)
16,500 

(16,500)

5,400 

(5,400)
 

8,195 

(10,388)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

主要地方道多古笹本線交差点から、大原幽学史跡公園駐車場までの用地買収と

東総運動場東側までの歩道の整備を実施した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 委託料 

 

 

(2) 工事請負費 

 

(3) 公有財産購入費 

 

(4) 補償補填及び 

賠償金 

 

(5) その他事務費 

 

・物件調査委託   1 件 

・用地幅杭設置委託 1 件 

 

・歩道整備    196ｍ 

 

・道路用地購入   6 件 

 

 

・補償金      2 件 

441,000

420,000

22,852,200

3,065,527

1,822,100

1,494,243

計 30,095,070
 

事 

業 

効 

果 

本路線は、歩道がなく歩行者等の通行上危険な状況にあり、整備により安全な

交通を確保するとともに施設との利便性の向上が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

１級５号線地方 

特定道路整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ251） 

土木費 
28,506 

(28,506)
13,300 

(13,300)
 

15,206 

(15,206)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

東総広域農道及び農免道路との交差点改良と排水路横断工事を実施した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

 

(1) 委託料 

 

(2) 工事請負費 

 

 

 

(3) 公有財産 

購入費 

 

・道路詳細設計委託 

 

・道路改良(排水路横断)Ｌ＝ 24ｍ 

・道路改良(農免道路) Ｌ＝ 60ｍ 

・道路改良(広域農道) Ｌ＝254.4ｍ 

 

・道路用地購入  1 件 

430,500

7,770,000

10,395,000

9,660,000

250,544

計 28,506,044
 

事 

業 

効 

果 

広域的な幹線道路として、安全な交通を確保するとともに利便性の向上が図ら

れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

防衛施設周辺 

民生安定事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ253） 

土木費 
67,974 

(69,589)
60,214 

(60,214)
 

7,760 

(9,375)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

防衛施設周辺の忍坂横根線外２路線の整備を実施した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 工事請負費 

 

(2) その他事務費 

 

・道路改良  Ｌ＝1,120ｍ 

 

 

67,961,500

12,296

計 67,973,796
 

事 

業 

効 

果 

飯岡バイパスから銚子へ向かうバイパスとしての路線の円滑な通行が確保でき

た。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

魅力アップモデル事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ253） 

土木費 
20,370 

(20,370)
14,200 

(14,200)
 

6,170 

(6,170)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

通学児童及び歩行者の交通安全対策、住民の健康管理、ウオーキング愛好者の

ための安全な歩行空間を整備した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 工事請負費 

 

・歩道舗装   Ｌ＝ 640ｍ

・道路路肩改良 Ｌ＝ 149ｍ

・道路舗装   Ｌ＝1,064ｍ

２路線 

 

3,832,500

3,307,500

13,230,000

計 20,370,000
 

事 

業 

効 

果 

ふる里の自然や歴史を実感し、老人から子供まで安心して歩け、健康の増進も

図れる歩行空間を確保することができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

橋梁維持補修事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ253） 

土木費 
4,883 

(4,883)

 
4,883 

(4,883)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

市内全域の橋梁の点検を実施し、計画的に維持補修を行う必要があると認めら

れたため、維持補修を実施した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

(1) 委託料 

 

(2) 工事請負費 

 

 

・調査設計委託 

 

・橋梁改修工事 

 工事本数 1 本 Ｌ＝17.9ｍ 

 

2,940,000

1,942,500

計 4,882,500
 

事 

業 

効 

果 

点検業務の後、維持補修を実施し、安全な運行の確保と地域間の交流が促進さ

れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

旭駅前広場等整備事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ257） 

土木費 
82,292 

(82,487)
28,800 

(28,800)
 

53,492 

(53,687)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

都市計画道路「３・５・３号旭駅前線」整備事業 

施行場所  ロ字塚前 

事業主体  千葉県 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

用地購入費 
買戻し面積  366.5 ㎡ （基金） 

ロ地先    2 筆 
41,049,089

県整備事業負担金 

補助分    303,000,000 円 

用地買収・物件調査 

（負担率 1.35/10） 

県単分     1,029,000 円 

防塵舗装  （負担率 3/10） 

40,905,000

308,700

その他事務費等 29,220

計 82,292,009
 

事 

業 

効 

果 

駅前広場の整備、歩車道分離及び停車帯の設置により、安全の確保と交通の円滑化

を図る。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

袋公園整備事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ259） 

土木費 
43,117 

(46,061)
20,000 

(20,000)

18,000 

(18,000)
 

5,117 

(8,061)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

袋公園整備事業 

施行場所  鎌数地先 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

調査測量委託 
1 級基準点設置業務委託 

1 級基準点測量・設置 
462,000

公園整備工事 

袋公園整備工事 

広場整備 芝張 2,440 ㎡ 

高木植栽 サクラ 17 本 

園路舗装    1,100 ㎡ 

休憩施設 あずまや ベンチ一式 

 

袋公園整備付帯工事 

土性改良    3,500 ㎡ 

樹木移植     11 本 

41,475,000

1,160,250

その他事務費等 20,076

計 43,117,326
 

事 

業 

効 

果 

年間を通して各種イベントが開催されているが、区域を拡張整備することによ

り、親水性、自然を生かした公園づくりができた。 

また、各施設を充実させることにより、交流の場・イベント会場としての利用

価値が高まり、集客効果の増大も期待できる。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

パークゴルフ場 

整備事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ261） 

土木費 
11,560 

(11,560)

 
11,560 

(11,560)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

中谷里地先（旧あさひ荘周辺地域）に 18 ホール約 18,000 ㎡のパークゴルフ場

を整備する。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

実施設計業務委託 
設計業務 

調査業務 
11,550,000

その他事務費等 10,000

計 11,560,000
 

事 

業 

効 

果 

九十九里海岸中谷里浜地域の振興と再活性化が図られ、市民の健康づくりの場

として利用できる。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

制度資金利子補給事業
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ263） 

土木費 
12,053 

(12,053)
5,780 

(5,780)
 

6,273 

(6,273)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

市内に自己の居住の用に供する住宅を建設又は購入する者が、住宅金融公庫か

ら借り入れた資金の支払利息について、利子補給金を交付した。 

対象者 ① 市内に持ち家を建設する者又は購入する者 

② 年間の合計収入金額が 800 万円以下の者 

③ 市税完納者である者 

 

事業内容 

 

事 業 名 内   容 事業費（円）

住宅建設資金利子 

補給事業 

年末の借入金残額（限度額 1 千万

円）に対し、公庫借入利率から 2％

を減じた率以内の額（但し 1％上限） 

 

・利子補給期間    5 年間 

・利子補給事業対象者 234 人 

（うち 15 人は市単独分） 

12,053,219

計 12,053,219

 

※ 市単独分対象者は、申込み期間を過ぎてしまった者等が、当初利子補給期

間内（5年間）の残りの期間内で 1/2 の利子補給額を受給できる。 

※ 制度の定着により、平成 14 年度採択分をもって制度廃止のため終了。 

事 

業 

効 

果 

市民の持ち家の普及促進が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

高齢者向け優良 

賃貸住宅事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ265） 

土木費 
3,748 

(4,952)
3,714 

(3,714)
 

34 

(1,238)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

高齢者向け優良賃貸住宅の家賃について、入居者の居住の安定を図るため、認

定事業者に対してその減額に要する費用の一部を補助した。 

 

事業内容 

項  目 内    容 事業費（円）

高齢者向け優良

賃貸住宅家賃減

額補助金 

団 地 名  マンション泉 

所 在 地  旭市蛇園 2516-4 

対象戸数  16 戸 

認定事業者 江畑 稔樹 

入居基準 

  ・60 歳以上の者 

  ・入居時に自立した日常生活を営むこ

とが可能な者 

・自ら居住するために住宅を必要とし

ていること 

補助対象者 

・旭市内に居住していること 

・月収 268 千円以下の者 

補 助 額 

  ・家賃から入居者負担額を引いた額 

補 助 率  国 1/2  県 1/4 

 

3,748,200

計 3,748,200

 

旧海上町の 4-6 月分で 1,204,400 円を支出済み 

事 

業 

効 

果 

バリアフリー化など良好な居住環境を備えた高齢者向け賃貸住宅を建設・管理

している認定事業者に対して、家賃の減額補助を行うことにより、低所得な高齢

者が安心して住み良い環境づくりが図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

消防施設整備事業 

（常備） 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ267） 

消防費 
7,764 

(7,764)

 
7,764 

(7,764)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

消防施設整備事業 ・携帯１１９番指令台受信工事 7,763,700

計 7,763,700
 

事 

業 

効 

果 

携帯１１９番通報が、消防本部にて直接受信できることにより、通報聴取の短

縮、発生場所の確定により、すみやかな出場体制が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

消防車両整備事業 

（常備） 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ267） 

消防費 
34,314 

(39,786)
4,048 

(4,048)

20,900 

(20,900)
 

9,366 

(14,838)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

消防車両整備事業 

 

 

 

 

 

その他 

・高規格救急自動車 

 

・小型連絡車（軽貨物） 

 

 

 

・自動車重量税等 

33,370,779 

 

829,723 

 

 

 

113,280 

計 34,313,782 
 

事 

業 

効 

果 

老朽化した２Ｂ型救急自動車を高規格救急自動車に更新したものであり、一署

三分署に配備され高度救命処置の実施が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

消防施設強化事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ271） 

消防費 
2,010 

(2,010)
1,004 

(1,004)
 

1,006 

(1,006)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

消防防災用備品費 

・防火衣一式  22 セット 

（ヘルメット、防火衣、耐火長靴等）

 

・消防用受令機 44 台 

2,009,700

計 2,009,700
 

事 

業 

効 

果 

消防団活動に必要な防火衣・消防用受令機等を整備し、消防団活動の強化が図

られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

消防施設整備事業 

（非常備） 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ271） 

消防費 
7,767 

(7,767)
4,500 

(4,500)
 

3,267 

(3,267)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

防火水槽設置工事 

 

 

防火水槽有蓋化工事 

 

 

その他 

・防火水槽設置工事(蛇園地先) 

40 ㎥級 １基 

 

・有蓋化改修工事 

 

 

・消防水利用標識補修等 

6,090,000

1,425,375

251,250

計 7,766,625
 

事 

業 

効 

果 

老朽化した防火水槽の改修により、火災時における消防水利・標識の整備が図

られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

防災対策事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ273） 

消防費 
16,814 

(25,896)

 
16,814 

(25,896)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

項  目 内     容 事業費(円) 

 

防災行政無線装置

保守点検委託 

 

防災服の整備 

 

防災行政無線等修

繕 

 

防災アセスメント

調査業務委託 

 

消火栓設置・維持管

理負担金 

 

その他 

 

 

・防災行政無線施設の保守点検 

（屋外子局及び車載型等） 

 

・職員防災服購入 

 

・防災行政無線屋外子局交換他 

 

 

・防災アセスメント調査業務委託 

 

 

・消火栓設置・維持管理負担金 

 

 

・その他事務費等 

 

 

3,891,300

2,747,682

1,988,050

680,000

4,048,000

3,458,596

計 16,813,628
 

事 

業 

効 

果 

防災行政無線の保守・改修を行い、また、防災服の購入により防災意識の高揚

と防災体制の強化が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

防災基盤整備事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ273） 

消防費 
12,810 

(12,810)
2,100 

(2,100)

 

 

10,710 

(10,710)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

項  目 内     容 事業費(円) 

 

防災行政無線設計

業務委託 

 

 

耐震性防災井戸式

消火栓設置工事 

 

・デジタル防災無線システム調査 

設計業務委託 

 

 

・耐震性防災井戸式消火栓設置工事

（新町下町・江ヶ崎） 

 

9,975,000

2,835,000

計 12,810,000
 

事 

業 

効 

果 

 防災行政無線の統一に向けて整備計画の推進が図られた。また、耐震性防災井

戸式消火栓設置により防災体制が強化された。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

消防車両整備事業 

（非常備） 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ273） 

消防費 
12,622 

(12,622)
6,274 

(6,274)

5,600 

(5,600)
 

748 

(748)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

消防車両整備事業 

 

 

 

 

その他 

・消防ポンプ自動車 CD-1 

（旭方面隊第 7分団第 1部に配備）

 

 

 

・自動車重量税等 

12,547,500

74,186

計 12,621,686
 

事 

業 

効 

果 

排ガス規制対象の老朽化した消防ポンプ自動車を更新することにより、消防防

災活動体制の維持強化が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

育英資金給付事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ279） 

教育費 
2,041 

(4,034)

 
2,041 

(4,034)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

社会の発展に貢献する有能な人材を育成するため、育英資金を給付する。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

高校生    19 人 1,098,000 
育英資金給付事業 

大学生等   11 人 943,200 

計 2,041,200 

 

※ 育英資金 17 年度末現在高 84,377 千円 

事 

業 

効 

果 

将来の社会を担う有能な人材の育成に貢献できた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

小学校施設改修事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ287） 

教育費 
31,722 

(52,605)

 
31,722 

(52,605)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

経年による学校建物等の損耗、機能低下に対する復旧のため改修及び維持補修

を実施し、学校環境の充実を図る。 

事業内容 

項  目 内   容 事業費（円）

維持補修費 小学校施設等補修費 6,517,660

施設維持管理 

委託料 
学校環境整備 1,713,118

鶴巻小教室照明器具取替改修工事 270,102

富浦小屋内運動場床改修工事 1,890,000

豊畑小１階及び２階廊下床改修工事 1,312,500

共和小屋内運動場屋根改修工事 1,186,500

矢指小屋内運動場連絡通路改修工事 945,000

鶴巻小体育館渡り廊下塗装補修工事 712,687

中央小南校舎２階トイレ増設工事 11,865,000

琴田小１階及び２階廊下床改修工事 1,155,000

嚶鳴小消火管改修工事 168,000

嚶鳴小揚水ポンプ改修工事 131,250

中央小２階渡り廊下スレート取替工事 1,331,820

古城小グランド整備工事 139,608

琴田小屋内運動場更衣室改修工事 892,500

豊畑小グランド防球ネット設置工事 252,000

校舎等改修工事 

小   計 22,251,967

干潟小校庭樹木移植工事 840,000

干潟小校庭樹木移植工事 399,000運動場改修工事 

小   計 1,239,000

計 31,721,745
 

事

業

効

果 

教育環境の改善がなされ、学校教育の円滑が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

小学校情報教育 

推進事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ289） 

教育費 
14,960 

(20,098)

 
14,960 

(20,098)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

急速な情報化社会に参画する能力を育てる教育を推進するための学習環境の整

備を図る。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

使用料及び 

賃借料 

コンピュータ及びソフトのリース 

・中央小、共和小、富浦小、矢指小 

サーバ 4台（新規） 

・琴田小、豊畑小、干潟小  61 台 

・飯岡小、三川小      63 台 

・嚶鳴小、鶴巻小、滝郷小  66 台 

（再リース） 

・萬歳小、中和小、古城小  50 台 

（21 台新規） 

11,593,831

委託料 コンピュータ保守委託（同上） 2,772,693

その他事務費等 消耗品費、修繕料、通信運搬費 593,331

計 14,959,855
 

事 

業 

効 

果 

高度情報化社会に生きるために必要な基礎能力の育成に貢献できた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

小学校教諭補助員 

配置事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ291） 

教育費 
8,231 

(11,038)

 
8,231 

(11,038)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

小学校教諭の補助員として、低学年 36 人以上のクラス及び学級運営が困難な 

クラスを対象に配置した。 

 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

労災等保険料 小学校教諭補助員分 213,961

臨時雇賃金 

小学校教諭補助員 11 人 

中央小 2人 琴田小 2人 

共和小 1人 豊畑小 1人 

鶴巻小 1人 滝郷小 1人 

嚶鳴小 1人 萬歳小 1人 

英語指導 1人 

 

○時給 1,300 円 

1 日 4 時間 週 5日 

8,016,580

計 8,230,541
 

事 

業 

効 

果 

生活面に落ち着きのない児童に、個別指導やしつけ、基本的生活習慣の定着が

図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

放課後児童健全 

育成事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ291） 

教育費 
16,990 

(21,872)
6,472 

(6,472)

7,350  

(9,465) 

3,168 

(5,935)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

小学校低学年（1～3 年）で、下校後、保護者が家庭にいない児童に対し、適切

な遊びと生活の場を与えて、児童の健全な育成と事故防止を図る。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

（歳 出） 

臨時雇賃金 

 

 

 

 

 

 

 

その他事務費等 

 

指導員 18 人 

開設校 中央学童・干潟学童 

共和学童・富浦学童 

矢指学童・豊畑学童 

三川学童 

指導員賃金 時給 920 円（市内在住者） 

時給 980 円（市外在住者） 

 

消耗品費、燃料費、修繕料、 

通信運搬費、備品購入費 

16,378,020

611,827

計 16,989,847

（歳 入） 

放課後児童対策 

事業費補助金 

 

放課後児童健全 

育成事業収入 

 

県補助金（補助率 2/3） 

 

 

受託料（1ケ月 5,000 円） 

6,472,000

7,350,000

計 13,822,000
 

事 

業 

効 

果 

子育て支援と児童の健全な育成が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

中学校耐震診断 

調査事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ295） 

教育費 
4,620 

(4,620)

 
4,620 

(4,620)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

昭和３５、３６年建築の北校舎と昭和４４年建築の屋内運動場の耐震診断２次

を実施し、診断結果に基づき補強、改築等を計画し、生徒の安全・安心な学校環

境を整える。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

第二中屋内運動場耐震診断調査業務委託 3,255,000耐震診断（2次） 

調査委託料 第二中校舎耐震診断調査業務委託 1,365,000

委託期間及び 

内容 

屋内運動場 

平成 17 年 10 月 15 日～12 月 26 日 

S/RC 造 地上２階建 S44.3 月建築 

1,472.73 ㎡ 

・建物外観調査、第２次診断による耐震診

断、報告書の作成 

 

校舎 

平成 17 年 10 月 15 日～12 月 5 日 

北校舎 RC 造 地上 3、4階建 S35、36 建築 

2,982.45 ㎡ 

南校舎 RC 造 地上 2階建 S37、38 建築 

2,339.32 ㎡ 

・各棟の１次診断を行い、耐震性能を判定、

報告書の作成 

計 4,620,000
 

事 

業 

効 

果 

安心・安全な学校施設の整備計画づくりのための基本的データが取得でき、効

率的な整備計画が図られる。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

中学校施設改修事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ295） 

教育費 
9,048 

(34,907)

 
9,048 

(34,907)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

経年による学校建物等の損耗、機能低下に対する復旧のため改修及び維持補修

を実施し、学校環境の充実を図る。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

維持補修費 中学校施設等補修費 1,456,891

施設維持管理 

委託料 
学校環境整備 904,675

第二中生徒棟屋根防水及び高架水槽

架台改修工事 
2,625,000

飯岡中特別教室棟ガス配管改修工事 1,995,000

飯岡中ベランダ防水工事 997,500

干潟中グランド整備工事 388,080

第二中給水管漏水修理工事 680,400

校舎等改修工事 

小   計 6,685,980

計 9,047,546
 

事 

業 

効 

果 

教育環境の改善がなされ、学校教育の円滑が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

海上中学校建設事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ295） 

教育費 
432,745 

(432,934)
130,769 

(130,769)

253,700 

(253,700)

48,000  

(48,000) 

276 

(465)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

老朽化し、耐力度の低下した海上中学校を別の場所に改築する。また、屋外運

動場も校舎と共に整備し、生徒の教育環境を整える。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

役務費 
海上中校舎等改築工事建築確認申請

手数料 
140,000

使用料及び賃借料 土地借上料（4,084 ㎡） 703,152

海上中校舎等改築工事（前金払） 183,960,000

海上中校舎等改築工事（出来高払） 229,950,000

海上中屋外運動場整備工事（前金払） 17,410,000
校舎等改築工事 

小   計 431,320,000

負担金補助及び交

付金 
海上中上水道給水申込金 581,700

計 432,744,852
 

事 

業 

効 

果 

安全・安心な教育環境と共に、広々とした田園地帯を見渡す優れた学習環境が

整備される。また、公民館や運動公園などに隣接し、利便性にも優れた施設とな

る。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

中学校情報教育 

推進事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ297） 

教育費 
9,886 

(14,100)

 
9,886 

(14,100)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

急速な情報化社会に参画する能力を育てる教育を推進するための学習環境の整

備を図る。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円）

使用料及び 

賃借料 

コンピュータ及びソフトのリース 

・一中、二中  サーバ 2台（新規） 

・海上中    42 台（再リース） 

・飯岡中    51 台 

・干潟中    46 台（42 台新規） 

9,258,060

委託料 コンピュータ保守委託（同上） 486,990

その他事務費等 消耗品費、修繕料、通信運搬費 141,330

計 9,886,380
 

事 

業 

効 

果 

高度情報化社会に生きるために必要な基礎能力の育成に貢献できた。 

 

97



 

（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

中学校教諭補助員 

配置事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ299） 

教育費 
3,236 

(4,253)

 
3,236 

(4,253)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

少人数指導やティームティーチングを行うため、補助教員を配置した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

臨時雇賃金 

中学校教諭補助員 3 人 

第二中 2 人 

海上中 1 人 

 

○時給 1,300 円 

週 30 時間・週 4日 

3,235,600

計 3,235,600
 

事 

業 

効 

果 

少人数指導やティームティーチングにより、一人一人の生徒がゆとりをもって

学習することができ、基礎学力の定着が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

課外活動支援事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ301） 

教育費 
658 

(838)
251 

(251)
 

407 

(587)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

専門的な指導者を必要とする中学校の課外活動支援のため、民間の指導員を派

遣した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

（歳出） 

報償金 

 

 

 

 

 

 

 

 

役務費 

 

 

指導員 13 人分（1回 2,000 円） 

排球   45 回 

卓球   62 回 

サッカー 41 回 

柔道   25 回 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ  51 回 

吹奏楽  36 回 

計   260 回 

 

保険料 

520,000

138,240

計 658,240

（歳入） 

スポーツエキ

スパート活用 

事業補助金 

 

 

県補助金（補助率 1/3） 

※運動部活動対象 251,000

計 251,000
 

事 

業 

効 

果 

生徒はスポーツや文化活動の楽しさ、爽快さ、達成感を体験することができ、

課外活動が活性化され、学校と地域で生徒を育てることができた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

社会教育セミナー等

活動費 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ303） 

教育費 
3,206 

(3,363)

 
3,206 

(3,363)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

・年齢層に合った各種講座、教室の開催と学習内容の充実を図った。 

・小中学校において家庭教育学級を開催した。 

 

事業内容 

 

講 座 名 回数 受講者数 事業費（円）

市民カレッジ文学セミナー 

３歳児子育て学級 

旭寿大学 

家庭教育学級 

4 回

8 回

16 回

32 回

64 人

184 人

1,450 人

1,328 人

3,009,300

その他事務費等 197,001

計 3,206,301
 

事 

業 

効 

果 

年齢に合った知識や技術を学んだり、趣味を楽しんだりしながら、心身の健康

が図られた。 

家庭教育学級の学習を通して、親として、大人としての行き方を学んだり、学

級生相互の交流が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

地域子ども教室事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ305） 

教育費 
120 

(222)

 
120 

(222)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

子どもたちに、新しい知識、発見を体験できるような各年齢にあった各種教室

を開催した。 

 

事業内容 

 

講 座 名 回数 受講者数 事業費（円） 

トールペイント教室 

ビーズ教室 

ものづくり科学教室 

パンづくり教室 

パソコン教室 

読み聞かせ 

囲碁教室 

卓球教室 

テニス教室 

3 回

4 回

2 回

1 回

4 回

12 回

18 回

7 回

34 回

72 人

82 人

17 人

24 人

14 人

268 人

17 人

24 人

10 人

100,600 

その他事務費等 18,994 

計 85 回 528 人 119,594 

 

 

事 

業 

効 

果 

放課後や土・日曜・夏休みなどに、子どもたちが充実した時間を過ごし、そこ

で得たものを確認し、新たな意欲をもって学校生活を行うことに貢献できた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

生涯学習まちづくり 

推進事業 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ305） 

教育費 
501 

(568)

 
501 

(568)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

生涯学習を推進するため、フェスティバル等を開催し、生涯学習のまちづくり

事業を行った。 

 

事業内容 

 

内   容 事業費（円） 

 

生涯学習フェスティバル 11 月 26 日～27 日 

東総文化会館 900 人 

 

生涯学習情報紙「あじさい」作成 

 

 

その他事務費等 

 

130,521 

 

 

341,222 

 

 

30,240 

計 501,983 
 

事 

業 

効 

果 

市民に対し、「いつでも」「どこでも」「誰でも学べる」を基本目標に生涯学習の

必要性が認識された。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

文化振興事業 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ311） 

教育費 
28,197 

(31,253)
19,177  

(19,458) 

9,020 

(11,795)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

市民の文化意識の高揚を図るため、東総文化会館を主に各種の自主文化事業を

開催した。 

 

事業内容 

項   目 事業費（円） 収入（円） 

夏川りみコンサート 

第 1回市民音楽祭 

松竹特別公演「付き馬屋おえん」 

敬老の日記念事業「敬老のつどい」 

小中音楽鑑賞教室 

NHK 公開番組「コメディ道中でござる」 

合併記念事業「あさひ」のまつり 

第 1回旭市文化祭 

第 10 回生涯学習フェスティバル 

合併記念事業 市民ミュージカル 

第 10 回生涯学習フェスティバル 

「文化講演会」 

第 1回あさひ寄席 

第 1回グリーンコンサート 

第 1回スプリングコンサート 

5,195,894 

957,298 

5,441,056 

848,415 

1,260,740 

725,560 

177,526 

1,929,880 

 

3,740,195 

 

995,629 

3,027,050 

642,726 

441,115 

4,277,250

3,919,250

1,778,425

補助金 1,665,900 

報償金 1,050,000 

その他事務費 98,411 

計 28,197,395 9,974,925
 

事 

業 

効 

果 

コンサート、演劇、寄席、文化講演会、市民ミュージカル、文化祭など幅広い

分野での催し物や活動を行った結果、ともに好評で市民の文化意識の向上が図ら

れた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

図書館活動費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ315） 

教育費 
10,003 

(11,568)

 
10,003 

(11,568)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

利用層の状況に応じた図書資料の購入を図り、その環境を整備した。 

 

事業内容 

 

項  目 内   容 事業費（円） 

 

消耗品費 

 

 

 

 

備品購入費 

 

雑誌      72 誌 

文庫本     179 冊 

新聞       7 紙 

その他消耗品 

 

図書購入   3,066 冊 

内訳 

一般資料  2,068 冊 

児童資料   998 冊 

 

1,097,891

6,607,378

その他事務費等 2,297,596

計 10,002,865
 

事 

業 

効 

果 

図書館活動については、市民のニーズに対応した資料を計画的に購入し、蔵書

をより一層充実させたことにより、一般及び児童の利用が増え、市民サービスの

向上が図られた。 
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

海上公民館活動費 
国県支出金 地方債 その他 

一般財源

（決算書Ｐ323） 

教育費 
2,587 

(3,527)

 
2,587 

(3,527)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

住民の趣味を活かせる場所及び学習の機会を提供しながら、生涯学習に役立つ

情報提供や相談、アドバイスを行い自主的な活動を支援した。 

また、住民のニーズを把握し、それらに対応した様々な事業を実施した。 

 

事業内容 事業名称 回数 受講者数 事業費（円）

学級講座 英会話、陶芸など 26 講座 291 5,364 1,578,000

鶴巻小家庭教育学級 8 340 

滝郷小家庭教育学級 6 161 

嚶鳴小家庭教育学級 6 95 

海上中家庭教育学級 6 400 

23,000
家庭教育学級

子育て（親業訓練）講座 3 218 64,000

公民館シアター 1 410 (141,645)

親子芸術劇場 1 400 (350,000)

文化祭 1 5,000 
主催事業 

子ども映画会 11 492 
491,645

その他事務費 430,061

計 334 12,880 2,586,706
 

事 

業 

効 

果 

趣味、教養、生活など多岐にわたる講座を開講し、住民の生涯学習の一助を担

うことができた。また、各種主催事業を実施し住民サービスの向上が図られた。
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（単位：千円） 

事  業  名 科 目 決算額 財  源  内  訳 

特 定 財 源  

いいおかユートピア

センター活動費 国県支出金 地方債 その他 
一般財源

（決算書Ｐ329） 

教育費 
1,214 

(1,298)

 
1,214 

(1,298)

事 
 
 

業 
 
 

概 
 
 

要 

 

映画やミュージカルを親子で鑑賞し、豊かな心を育て、家族の絆を深める機会

を提供した。 

 

事業内容 事業名称 回数 入場者数 事業費（円）

子ども劇場 2 950 840,000
主催事業 

子ども映画会 3 950 266,700

その他事務費等 107,046

計 5 1,900 1,213,746
 

事 

業 

効 

果 

各種主催事業を実施することにより、住民サービスの向上が図られた。 
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